松山・三本木・鹿島台地域内水ハザードマップを作成しました
問い合わせ 下水道施設課整備担当  電話25-5210
　「内水による浸水」の範囲や浸水深など、浸水が起こる箇所の危険情報をあらかじめ提供し、避難行動などの参考にするため、想定最大規模の降雨を対象とした、内水ハザードマップを作成しました。洪水・土砂災害ハザードマップと併せて、活用してください。

ハザードマップの使い方
1自宅の位置と自宅付近の避難場所を確認しましょう
　自宅がある場所は何色に塗られているか、「浸水の深さの目安」を参考にし、避難場所マークを確認しておきましょう。
2低地や危険場所を避けて、避難経路を設定しましょう
　浸水が深い場所や危険な場所を避けて、避難場所を設定しましょう。
3実際に避難経路を歩き、安全か確認しましょう
　家族や地域で話し合いながら、実際に歩いて確認しましょう。設定した避難経路に危険な場所を見つけた場合、避難経路を見直しましょう。

情報の入手先
・防災行政無線の放送内容を確認
■防災行政無線テレホンサービス
　　フリーダイヤル0120-600054
■大崎市メール配信サービス
空メールを送信し、画面の指示に従って登録してください。
・気象の情報
■仙台管区気象台ウェブサイトhttps://www.jma-net.go.jp/sendai/
・水位などの情報
■宮城県河川流域情報システム
https://www.dobokusougou.pref.miyagi.jp/miyagi/servlet/Gamen1Servlet
・土砂災害の情報
■宮城県砂防総合情報システムポータルサイト
https://www.doshasaigai.pref.miyagi.jp/midski/
・避難の情報（災害時）
■市ウェブサイト


都市計画道路並柳福浦線整備事業の拡幅工事を進めています
問い合わせ 都市計画課まちなか整備推進室  電話23-8069
【施工に関する問い合わせ先】
[bookmark: _GoBack]問い合わせ 県北部土木事務所道路建設第一班  電話91-0735 
緒絶川周辺の景観形成
川沿いの散策路や小路、蔵風建築の街並みのある風情ある地区の形成

　緒絶 (おだえ)川 (がわ)周辺地区では、安全・安心に歩くことができる、風情ある景観の整備に取り組んでいます。
　歩行者の回遊性を高める、風情ある「石畳風舗装整備」、川のせせらぎを身近に感じられる「親水広場整備」、藤棚増設やライトアップによる「修景整備」を実施しています。
　県では、現在、都市計画道路並柳福浦線（主要地方道古川佐沼線）整備事業の拡幅工事を実施しています。
緒絶橋の柳
　緒絶橋のたもとの柳は、長い間、市民に親しまれており、拡幅工事では、柳に影響しない工法での工事が検討されてきましたが、移植には耐えられないとの樹木医の判断から、植え替えされることとなりました。
　市民に親しまれている緒絶橋の柳が寄り添う「風景」を、後世に継承し、中心市街地の歴史性を残しながら、「緒絶川と一体となる風情ある街並み」を守るため、新たな柳に世代交代します。
　緒絶橋の架け替えと拡幅工事は、令和5年春の供用開始を目指しています。

■緒絶川周辺地区の整備イメージ
地図

写真：藤棚（左）、緒絶川と柳（右）
